
新しい価格表は、

担当AIが単価表と照らして

直す案を書く。社長は新しい単価を

いつから使うか決めるだけ
AIエージェントの動き方の一例（見本：架空の看板製作の会社）

株式会社SeKnAck

見本の看板屋・仕入先・価格・お客様・金額は架空です。見本のため、見積書は下書きで、お客様へは何も送っていません。



いまの困りごと

材料の値上げの知らせが届いても、単価表を直し忘れ、

前の単価のまま見積を出してしまうことがある

看板製作の会社で、仕入先から値上げの知らせが届いた時に起きること（見本の会社の例）

1 仕入先から値上げの知らせが届く 2 直すなら1品ずつ単価表に当てる 3 いつの見積から上げるか迷う

起きていること

■ 仕入先から、新しい価格表がメールの

PDFや紙で届く

■ 見積は、単価表の単価で作っている

■ 価格表の1品ずつを単価表の行に当て、

見積単価を計算し直す手間がかかる

今回の見本

（ひがしサイン資

材）

数

新しい価格表 18品

見積の単価表 60行

最近の請求書 3通

■ 出したばかりの見積は、有効期限の

うちに注文が来るかもしれない

■ 金額を後から変えると、お客様の信用に

関わる

そのため
➢ 知らせを読んでも、単価表を直し忘れる ➢ 前の単価のまま見積を出してしまう ➢ 上がった分の差額を、こちらで

負うことになる

注：「直し忘れ、前の単価のまま見積を出してしまう」は見本の作業場の担当AIの手順書、数は今回の見本（ひがしサイン資材の価格表）から

出所：見本の作業場（見本の看板屋・仕入先・価格・お客様・金額は架空） 2 / 10



全体の流れ

社長は価格表を添えて頼み、いつから使うかを決めるだけで、

単価表と照らして直す案を書くのは担当AIが引き受ける

仕入先から新しい価格表が届いてから、新しい単価で見積を作るまで（見本：架空の看板製作の会社） 実線：今回の流れ 主役の仕事

この資料の言葉 担当AI

会社のPCの中で、この仕事を受け持つAI

判断シート

AIが決めない所を、選び方と変わることを並べて社長に聞く1枚

値上がりの一覧

価格表の上がった材料に印を付け、単価表の直す行に

新旧の単価を並べたページ

1 価格表が届く

仕入先から

2 添えて頼む

看板から

3 照らして直す案

単価表・請求書と

4 いつから使うか決める

社長が決める

5 新しい単価で見積

出すのは社長

仕入先
価格表を送る

担当AI
会社のPCの中

社長
スマホで見る

使う道具 価格表（メールのPDF・紙の写真）
単価表・最近の請求書・

単価の決まり
AIタスクボード・判断シート・値上がりの一覧

新しい価格表を

送る

価格表を添えて

看板から頼む

単価表・請求書と

照らし、

直す案を書き込む

判断シートで

いつから使うか決める

新しい単価で

見積書を下書き

見積書を確かめ、

お客様へ出すPDF・写真のまま

いつからは決めない

注：番号は次のページから説明する順。お客様へ見積を出すのは社長で、AIはどこへも送りません

出所：見本の作業場の担当AIの手順と単価の決まり（見本の会社は架空） 3 / 10



1 読む

価格表を添えて頼むと、担当AIは単価表と最近の請求書を読み、

価格表の1品ずつを単価表の行に当てる

社長のスマホの画面（左）と担当AIが読んだ価格表（中）、頼んでから担当AIがすること（右）

1 社長が価格表のPDFを添えて頼む
2
担当AIが読んだ新しい価格表

（見本）
頼んでから担当AIがすること 今回の見本で分かったこと

■ 一言欄

➢ 「ひがしサイン資材から、11月1日の

ご注文分からの新しい価格表が

届きました。単価表のどの行をいくらに

直すか、案を作ってください。単価が

決まったら、待ってもらっている

さくら歯科クリニックさんの見積も

作ってください。」と書いて始める

看板の「値上がりを単価表に」から

■ 新しい価格表

➢ 品番・品名・規格・今の価格・新しい

価格を1品ずつ読む

18品・2026年11月1日ご注文分より

■ 単価表と単価の決まり

➢ 同じ品目・規格の行に当て、見積単価を

出し直す

60行（材料・加工・施工）。直すのは

材料の行

■ 最近の請求書

➢ 今の仕入れ値が単価表と同じかを

確かめる

3通（PDF2・写真1）。どれも

単価表と同じ

社長は届いた価格表を添えて、一言を書いて「始める」を押すだけです。単価表・単価の決まり・最近の請求書は、担当AIが作業場から読みます

注：見本の会社の単価の決まりでは、材料の見積単価は、仕入れ単価×1.5（10円未満は切り上げ）です。価格表の絵は、渡したPDFと同じ中身の見本の絵です

出所：見本の作業場で、担当AIの「値上がりを単価表に」（2026年10月16日）を実際に動かした結果（見本の看板屋・仕入先・価格・お客様・金額は架空） 4 / 10



2 照らして直す案

担当AIは価格表の全品を単価表に当て、上がった材料のうち

単価表で使う5品だけに、新旧の単価を並べた直す案を書く

価格表の18品を単価表に当てた結果（同じ3つの見方で） 直さない所 単価表を直す所

結果

アクリル板 2品

透明3mm・乳白3mm

6,200→7,000円／

6,600→7,400円

単価表 M01・M03 で

使っている

見積単価 M01 9,300→10,500円、M03

9,900→11,100円
直す2行

板・シート 3品

アルミ複合板・

カッティングシート・

出力シート

2,600→2,900円ほか
単価表 M08・M09・M11

で使っている

見積単価 M08 3,900→4,350円、M09 2,100→2,400円、

M11 2,700→3,080円
直す3行

蓄光シート

上がったが単価表に無い
4,800→5,300円 単価表で使っていない 行を足さない 使っていない

ほかの12品

据え置き
今と同じ値段 直す所はない 直さない 据え置き

新しい価格表 単価表と照らした事 直す案

注：直す案の見積単価は、4ページの注の決まりで出しています（M11 は 3,075円を切り上げて 3,080円）。今の単価は消さずに、単価表の横の列に新しい値を書きます。最近の請求書3通の

単価は、どれも単価表の仕入れ単価と同じでした

出所：見本の作業場で、担当AIの「値上がりを単価表に」（2026年10月16日）を実際に動かした結果（見本の看板屋・仕入先・価格・お客様・金額は架空） 5 / 10



3 担当AIが決めない所

上がった単価を、いつの見積から使うかは、

担当AIは決めず、事実を並べて社長が決める

新しい単価に関わる見積（左。青い枠は単価が決まるのを待っている依頼）と、社長に聞く所の中身（右。画面は

判断シートのQ1） 単価が決まるのを待っている依頼

新しい単価に関わる見積（4件）

ひがし市 商工会

Q2026-110

64,000円（税抜）

期限 11/5
返事待ち

はなまる学習塾

Q2026-111

132,000円（税抜）

期限 11/8
返事待ち

まつば整体院

Q2026-112

47,000円（税抜）

期限 11/13
返事待ち

さくら歯科クリニック

様

今の単価で 77,260円

新しい単価で 79,096円

使い

始めしだい

拡大：いつの見積から新しい単価を使うか（担当AIが決めない所）

決まり

上がった単価を、いつの

見積から使うかは、社長が

決める。見積の有効期限は30日

迷う所

今日の見積でも期限が11/1を

またぐ。出した見積の金額を

変えると、お客様の信用に

関わる

事実を並べ、いつから使うかは社長に聞く

シートでは案ごとに、選ぶと変わる

こととおすすめの理由を並べる

注：返事待ちの3件は、有効期限のうちの見積で、どれも上がる材料を使い、期限が11/1をまたぎます。新しい仕入れ値になるのは11月1日のご注文分からです。担当AIは案を出すところまでで、

見積をお客様へ送ることもしません

出所：見本の作業場で、担当AIの「値上がりを単価表に」（2026年10月16日）を実際に動かした結果（見本の看板屋・仕入先・価格・お客様・金額は架空） 6 / 10



4 1枚で確認

いつの見積から新しい単価を使うかは、選ぶと変わることとおすすめの理由を

並べた1枚で、社長が選ぶだけで済む

担当AIが作った判断シートのQ1（左）と、その中身の比べ（右。シートの選択肢・選ぶと変わること・おすすめの理由から）

1 社長のスマホに届くシート（Q1）
案A　 推奨・社長が選んだ

今日の見積から

案B

11/1の見積から

案C

返事待ちも出し直す

どうするか

■ 今日（10/16）から作る

見積から新しい単価にする。

返事待ちの3件は、出した

金額のまま守る

■ 仕入れ値が上がる日（11/1）

から作る見積から新しい単価に

する

■ 返事待ちの3件も、新しい

単価で出し直す

選ぶと変わる

こと

■ さくら歯科クリニック様の

見積は新しい単価（小計

79,096円）。返事待ちの3件に

11月に注文が来れば、材料の

差額はこちらで負う

■ さくら歯科クリニック様の

見積は今の単価（小計

77,260円）。10月中の見積も、

11月の注文なら差額をこちらで

負う

■ 出した金額が変わるので、

お客様へのご説明が要る

単価表
➢ 5行の使い始めに「2026-10-

16の見積から」

➢ 5行の使い始めに「11/1の

見積から」

➢ 出し直す行の一覧をAIが

まとめる

判定

◎ 出した見積は守り、

これから作る見積から新しい

単価にする。つり合いが取れる

○ 今日の見積は今の

単価だが、10月中の

見積すべてで差額を負う

○ 差額は負わないが、

お客様の信用に関わる

注：社長の答えは案A（今日の見積から）です。シートには案Dの別案もあり、下の窓に書けます。単価表の「11/1の見積から」は案Bを選んだ時の書き方の例です

出所：見本の作業場で、担当AIの「値上がりを単価表に」（2026年10月16日）を実際に動かした結果（見本の看板屋・仕入先・価格・お客様・金額は架空） 7 / 10



5 答えと見積書

社長が答えると、単価表に使い始めが入り、

待っていた見積書が新しい単価で下書きされている

社長のスマホの画面（答えてから見積書ができるまで。順に1〜3）

1 判断シートで答える

「回答文を作る」で「Q1 A」ができ、カードの

会話欄に貼って送る

2 単価表に使い始めが入る

直した5行に「使い始め：10/16の見積から」。今の

単価は消していない

3 新しい単価の見積書ができている

16行のうち4行が新しい単価、合計 87,005円（税込）。

見積の控えは12行 → 13行

注：時間の目安：手作業で約65分の単価の見直しと見積づくりが、確認の約5分になります（見本の条件での試算。担当AIの作業は約6分（見本の撮影で実測）、手作業は価格表1品2分×18品＋単価を

直す1行3分×5行＋見積1行1分×16行で計算）。見本のため、見積書は下書きで、お客様へは何も送っていません

出所：見本の作業場で撮影した社長のスマホの画面（見本の看板屋・仕入先・価格・お客様・金額は架空） 8 / 10



御社に合わせる

材料の価格表と見積の単価表は一例で、仕入れ値や運賃の改定、料金表など、

今お使いの形に合わせて作り直せる

今回の見本で使った物と、御社に合わせて置き換えられる物 今回の例 置き換えられる物

届く知らせ →

直す表 →

新しい値で作る物 →

ここでお見せしたのは一例です。「ここをこう変えたい」をお聞かせください。

今回の例（見本） 置き換えられる物（例）

材料の価格表 仕入れ値の改定・運賃の改定

見積の単価表 料金表・メニューの価格

看板の見積 工事の見積・印刷の見積

注：右の列は置き換えの例です。工事・印刷・製造など、仕入れ値を見積に乗せる商売で同じ形が使えます。実際にどれを使うかは、お話を伺ってから決めます

出所：株式会社SeKnAck 9 / 10



導入とその先

最初の1つを使える状態で納品し、その先は伴走で一緒に広げていく

最初の1つの納品から社内に根づくまでの4段と、お問い合わせ先

納品までと、その先の伴走

伴 走

納品で

終わりではない

ここまでが初期導入

お問い合わせ先

資料のご請求・お問い合わせ

ai-setup@seknack.com
株式会社SeKnAck

1

例を見る

見本は動き方の例。「うちなら

これ」を1つ選ぶ

2

最初の1つを納品

御社の業務とお使いの

道具に合わせて作り直し、

導入まで済ませてお渡し。

その日から使えます

3

伴走で広げる

使いながら、2つ目・

3つ目の業務も一緒に

作っていけます（内容と

進め方はご相談）

4

社内に根づく

社内のAI担当者が育つ、

または社長ご自身がAIを

使いこなせる状態まで

注：伴走の内容と進め方は、ご相談のうえ決めます。

出所：株式会社SeKnAck（このページまでの画面と数字は見本の作業場の物。見本の看板屋・仕入先・価格・お客様・金額は架空） 10 / 10


